
「指導と評価の一体化」のための学習評価（中学校社会科のポイント） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、課題を追究したり解決したり

する活動を通して、次の資質・能力を身に付けることができるようにする。 

・国会を中心とする我が国の民主政治の仕組みのあらましや政党の役割、議会制民主主義の意義、多数決の原

理とその運用の在り方、国民の権利を守り社会の秩序を維持するために、法に基づく公正な裁判の保障があ

ること、地方自治の基本的な考え方について理解する。 

・民主政治の推進と、公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について多面的・多角的に考察、

構想し、表現する。 

・民主政治と政治参加について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・国会を中心とする我が国の民主政治の仕組み

のあらましや政党の役割を理解している。 

・議会制民主主義の意義、多数決の原理とその

運用の在り方について理解している。 

・国民の権利を守り、社会の秩序を維持するた

めに、法に基づく公正な裁判の保障があるこ

とについて理解している。 

・地方自治の基本的な考え方について理解して

いる。その際、地方公共団体の政治の仕組み、

住民の権利や義務について理解している。 

 

 

・対立と合意、効率と

公正、個人の尊重と

法の支配、民主主義

などに着目して、民

主政治の推進と、公

正な世論の形成や

選挙など国民の政

治参加との関連に

ついて多面的・多角

的に考察、構想し、

表現している。 

・民主政治と政治参加について、

現代社会に見られる課題の解

決を視野に主体的に社会に関

わろうとしている。 

〇知識については、社会的事象等の特色や意味、理論などを含めた社会の中で汎用的

に使うことのできる概念等に関わる知識の獲得が求められています。技能について

は、「中学校学習指導要領解説社会科編」に記載の「社会的事象等について調べま

とめる技能（参考資料３）」を参考にして、評価規準を設定します。 

〇思考・判断・表現については、各単元で、それぞれの「見方・考え方」を視野に、

「～に着目して」のように具体的な視点等を組み込んだ評価規準を設定します。 

〇単元を見通した「問い」を設定し、「社会的な見方・考え方」を働かせることで、

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連等を考察したり、社会に見られる課題

を把握して、その解決に向けて構想したりする学習の充実を図ります。 

〇主体的に学習に取り組む態度については、「主権者として、持続可能な社会づくり

に向かう社会参画意識の涵養」「よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決

しようとする態度の育成」が必要です。社会科の特性を踏まえ、ある程度長い区切

りの中で評価することが大切です。 

単元名 

民主政治と政治参加 

内容のまとまり 

    Ｃ 私たちと政治 

(2) 民主政治と政治参加 

「  について」の部分は、この

「内容のまとまり」で対象とする学

習指導要領上の「諸事情」を当てま

す。 

「～に着目して」の

ように具体的な視

点等を示し、内容の

取扱いの記載事項

イを参考にして設

定します。 

内容の取扱いの記載事項アを参考にして設定し

ます。 公民的分野では「現代社会に見ら

れる課題の解決を視野に主体的に

社会に関わろうとしている」、地理

的分野・歴史的分野では「よりよい

社会の実現を視野にそこで見られ

る課題を主体的に追究（、解決）し

ようとしている」を当てはめます。 

内容のまとまり（単元）によっては、「知識・技

能」の評価規準に、「技能」について設定されない

場合があります。その場合でも、課題を追及した

り解決したりする過程で、これまで学んできた「調

べまとめる技能」が発揮され、さらに確かな習得

が図られることが大切です。 



３ 指導と評価の計画（２２時間） 

◆ 単元における問いの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆指導と評価の展開例（一部のみ）     ○「評定に用いる評価」 ●「学習改善につなげる評価」 

次 ねらい・学習活動等 
評価の観点 

評価規準（評価方法） 
知 思 態 

  

単
元
の
導
入 

 
 
 

１
時
間 

 

 

 

 

 

◇（学習活動の概要）グループでの対話的な学習で、単

元を貫く問いに対する疑問を挙げながら、学習課題を

設定するとともに、課題解決への見通しを立てる。 

問（主発問）「社会をよりよいものにするために、最終

的に決定する権力をもっている私たちはどのように政

治に関わるのがよいだろうか」について疑問はないだ

ろうか。また、この問いをどのように解決したらよい

だろうか。 

〔予想される疑問〕 

「よりよい社会とはどのような社会か。」 

「様々な考えがある中で、どのようにして社会全体で取 

り組むのか。」など 

留〉（指導上の留意点） 

・大項目 C(1)の「人間の尊重についての考え方」、「日本

国憲法の基本的原則」や小学校社会科における我が国

の政治に関する学習成果を生かすようにする。 

   

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

●対立と合意、効率と公正、個

人の尊重と法の支配、民主主

義などに着目して、学習課題

を見いだし、この問いに対す

る答えを予想したり、この問

いの解決に役立ちそうな情

報を挙げたりするなど、解決

への見通しを立てている。

（ワークシート） 

 第一次 「社会の課題を解決するためには」 ４時間              （省略） 

 

第
二
次 

 
 

６
時
間 

 

 

 

 

 

 

 

◇「食品ロス削減推進法」の成立やその取組を中心に食

品ロスへの取組について調べ、国会と内閣の働きが

人々や社会に与える影響について考察する。 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●食品ロスへの取組について、統

計、新聞、インターネットなどか

ら情報を収集している。 

（ワークシート） 

効果的・効率的な評価を行うための工夫として、評価を行う場面や頻度の精選を踏まえ、観点別学習状況の評

価や評定に用いる「評定に用いる評価」と、観点別学習状況の評価や評定に用いないものの、学習状況を見取り、

生徒の成長を認め励ますとともに必要に応じて指導、支援を行う「学習改善につなげる評価」を明示しています。 

深い学びを実現するために、「社会

的な見方・考え方」を働かせる問い

を設定することの重要性が指摘され

ています。 

 それまでの生徒の学習状況など

を的確に把握し、問いに対する生徒

の発言や活動をよく予測した上で、

必要な助言、支援を準備しておくこ

とが大切です。 

【ねらい】単元を貫く問い「社会をよりよいものにするために、最終的に決定する権力をもってい

る私たちはどのように政治に関わるのがよいだろうか。」について、疑問を出し合うなど対話的な活

動を通して学習課題を設定するとともに、この問いに対する答えを予想したり、この問いの解決に

役立ちそうな情報を挙げたりするなど、課題解決への見通しをもたせる。 

「主体的に学習に取り組む態

度」を育成し、評価を行う際に

は、生徒が学習の見通しを立て

る機会を設けることが重要で

す。 

【第二次のねらい】「食品ロス削減推進法」の成立やその取組を例に、主権者である国民が直接選ん

だ代表者で構成される国会や、国会の信任に基づき成立する内閣の仕組みと役割を理解させ、私た

ちがどのように政治に参加していくべきか、対話的な活動を通して考察、構想させる。 

【第二次の問い】社会の課題となっている食品ロスを解決するために、主権者である私たちはどの

ように国の政治に関わっていくのがよいだろうか。 



 
 
  

問食品ロスを改善する動きは、どのようにして始まった

のだろうか。 

留〉消費に関する学習につなげるようにする。 

◇国会の役割とその意味を考察し、理解する。 

問国会はどのような役割を果たしているのか、またどの

ような仕組みで運営されているのか。 

◇内閣の役割とその意味を考察し、理解する。 

問内閣はどのような役割を果たしているのか、またどの

ような仕組みで運営されているのか。 

◇三権の役割について憲法などを基に調べ、権力分立制

の意味について考察し、理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

問なぜ権力分立制がとられているのか。 

◇単元の見通しに立ち返ってここまでの学習を振り返

る。 

問私たちが社会の課題を解決するために、主権者として

国の政治にどのように関わることができるだろうか。

法律ができれば大丈夫だろうか。 

留〉本次の学習では、小学校第６学年における政治に関

する学習成果を生かすようにする。 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

●国会の役割と仕組みについて

理解している。 

（ワークシート） 

●内閣の役割と仕組みについて

理解している。 

（ワークシート） 

●権力分立制の意味について理

解している。（ワークシート） 

●対立と合意、効率と公正、個

人の尊重と法の支配、民主主

義などに着目して、権力分立

制の意味について多面的・多

角的に考察し、分かりやすく

表現している。 

(ワークシート) 

●「単元の導入」に立てた見通

しを踏まえて、学習を振り返

り、次の学習や生活に生かす

ことを見いだしている。 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

●我が国の政治や政治参加につ

いて関心をもち、問いを見い

だし、その社会的意義を記述

している。（ワークシート） 

○国会、内閣を中心とする我が

国の民主政治の仕組みとその

意味を理解している。（ワーク

シート、ペーパーテスト） 

 第三次 「公正な裁判の保障により人々の人権を守るためには」     ４時間 （省略） 

 第四次 「私たちが住む地域の課題を私たちの力で解決していくためには」６時間 （省略） 

 

単

元

の

ま

と

め 

 

１

時

間 

 

 

 

 

 

◇前次に実施した模擬選挙の投票と結果に対する考察を

基に、社会をよりよいものにするために主権者として

政治にどのように関わるかを考察、構想する。 

問【単元を貫く問い】社会をよりよいものにするために、

最終的に決定する権力をもっている私たちはどのよう

に政治に関わるのがよいだろうか。 

留〉単元を貫く問いに対し自らの考えをまとめる際は、

具体的な現実社会の諸課題を取り上げ、社会参画を視

野に、自らの行動と結び付けて考察、構想するよう指

導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○対立と合意、効率と公正、個

人の尊重と法の支配、民主主

義などに着目して、主権者と

して政治参加の在り方につい

て多面的・多角的に考察、構

想し、表現している。 

（ワークシート） 

 

 

【「単元のまとめ」のねらい】単元を貫く問いに戻り、主権者である国民の政治参加の在り方につ

いて考察、構想させる。また、単元の学習を振り返らせる。 

【単元を貫く問い】社会をよりよいものにするために、最終的に決定する権力をもっている私たち

はどのように政治に関わるのがよいだろうか。 

「評定に用いる評価」（〇）の前に「学習改善につなげる評価」

（●）が位置付いています。 

これは、教師が各生徒の学習状況を見取り、必要な指導を

行い、生徒が学習状況の改善の図る機会を設けた上で、「評定

に用いる評価」（〇）を行うことを意味しています。 

「社会的な見方・考え方」を働かせ、習得した知識及び技能

を活用しながら考察、構想し、表現できているかを評価しま

す。「学習改善につなげる評価」（●）で、「～に着目して」

の具体的な概念に着目していない場合、これらについて復習

したり、考察する際に着目できるよう必要な指導や助言を行

ったりすることが大切です。 

「主体的に学習に取り組む態度」を育成し、

評価を行う際には、学習を振り返る機会を設

けたり、教師や他の生徒による評価を伝える

機会を設けたりすることが重要です。 



  
〇 ○単元の導入に立てた見通しを

踏まえて学習を振り返り、次

の学習や生活に生かすことを

見いだしている。（ワークシー

ト） 

○我が国の政治や政治参加につ

いて関心をもち、問いを見い

だし、その社会的意義を記述

している。（ワークシート） 

【各観点の学習評価の総括】 

単元における観点ごとの評価については、「評定に用いる評価」を基に、下表のように行うことが考えられる。

なお、「学習改善につなげる評価」（●）については、表中の評価場面に限らず、適宜実施し、生徒にフィードバ

ックして資質･能力の育成を図るようにする。 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 観点による評価回数や評価場面の時期の違いは、それぞれの観点の特質に 

よります。 

 

 【評価方法の工夫】 

○従前の評価問題を改善した例（地理的分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従前は個別の知識の獲得を問う評価問題であった

ものを、説明文と解答群の記述を差し替えることで、

説明文中から読み取れる生活様式と地図中から引き

出せる空間情報を結び付ける力を問う評価問題とす

ることが可能となっている。 

 

 

 

○「単元のまとめ」のワークシート（B評価の生徒）

の例（歴史的分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：国立教育政策研究所 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 

「自らの学習を調整しようとしながら粘り強く取り組む状

況」については、単元末で、単元の始めに立てた見通しを

踏まえて学習を振り返り、次の学習や生活に生かすことと

して見いだした内容により評価します。 

「主体的に社会に関わろうとする態度」については、単元

の学習後も関心をもって自ら追究し続けたい、解決、改善

を図っていきたいこととして見いだした、問いの内容とそ

の社会的意義の記述によって評価します。 

 知識については、「次」

ごとに身に付けるべき知

識がある場合、これを確実

に習得させるため、「次」

ごとに評価するのが望ま

しいと考えられます。 

 主体的に学習に取り組

む態度については、ある程

度長い区切りの中で、適切

な頻度で評価することが

望ましいと考えられます。 

学習指導と同様に学習評価の方法についても、既存の評価問題やワ

ークシートを見直し、改善を図る等、不断の改善が求められています。 

事実的な知識の習得を問うだけでなく、基礎

的・基本的な知識・技能を前提として、見方・考

え方を働かせたり、学習を通して総合化・概念化

された知識・技能を活用したりしながら考察する

ことを通して答えを導き出す過程をたどらせる

等、作問を工夫することで、思考力を問うペーパ

ーテストを実現することが可能になります。 

資料や基礎的・基本的な知識を活用しつつ、「明

治維新とは、どのような国づくりを目指した動き

だったのか」という概念的な知識が獲得されてい

るかを評価しています。 

これまで学習した知識を類型化したり、論理的に

関連付けたりして多面的・多角的に考察しているか

を見取り、「思考・判断・表現」を評価しています。 

レポート形式を用い、評価基準を明確にすること

で、2つの観点を見取ることが可能になります。 


